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ポジティブ思考でビジネスに熱心な

ベンチャー志向、道徳を重視してやた

ら黒白をつけたがる……。このように

語られる「米国人らしさ」は、いったい

どこからやって来たのか。米国のプロ

テスタントを背景に生まれ、現在も

脈々と受け継がれている反知性主義に、

本書はその源流を見いだす。

反知性主義の誕生には、米国建国前

の植民地時代にあった、極端な知性主

義が前提にある。当時主流だった教派

は、聖書の言葉を正しく解説するため

に、牧師に高い知性を求めた。「ハーバ

ード、イェール、プリンストンといっ

た大学は、牧師養成を第一の目的に設

立されたのです」と、著者の森本あん

り氏は説明する。

知性主義への反発から勃興したのが、

反知性主義の原点と目されている「信

仰復興運動」だ。主流派の牧師は大卒

が多く、決まった教会で堅苦しい説教

ばかりであったのに対し、信仰復興運

動を担う伝道者は、学校を出ているか

もあやしい人たちだ。彼らは各地を巡

回し、時には数万人を野外集会に集め

て、平易で感動的な説教で人々を信仰

に目覚めさせていった。この種の集会

はTV放送へと姿を変え、「全米どこに

行っても伝道集会のCATVチャンネル

がある」という形で現代に受け継がれ

ている。

「既存の権威ある牧師に批判されると、

伝道者たちは『信仰は教育の有無に左

右されない。あなた方こそ、イエスの

批判した学者、パリサイ人の類ではな

いか』と反論しました」。学者、パリサ

イ人とは、イエスが生きた当時の学問

と宗教の権威者のこと。イエスの言葉

が出発点、正義は我にありと、この後

「学者、パリサイ人批判」は、反知性主

義の決めゼリフとなる。こういう起源

をもつ米国の反知性主義だから、「そ

の主眼は知性そのものへの反発という

よりは、知性が権威をもつことへの反

発となる。知性が権威を不当に拡大使

用していないかチェックしようとす

る」と森本氏は説明する。

ドワイト・ムーディー、ビリー・サ

ンデーなど、時代が下っても反知性主

義的な伝道者は次々と登場するが、こ

れらの伝道者たちは実業でも成功した

り、伝道事業をうまくビジネスに結び

つけたりした。「彼らは自分たちのビ

ジネスがうまくいくのは、信仰が篤く、

神が祝福してくれるからだと説いた。

信者も彼らを真似て、同様のビジネス

行動を取るようになります」。ここに

大企業を忌避する反権威志向が加わり、

信仰とベンチャー志向、ビジネス志向

が手を結ぶ。

ポジティブ思考も、反知性主義の流

れから生まれてくる。「誰でも信仰に

目覚め、まじめに生きれば救われる」

という米国的福音メッセージはまさに

前向きであり、1950年代にはノーマ

ン・ヴィンセント・ピール牧師の唱え

るポジティブ思考が全米を席巻。それ

が現代へと続いている。

米国人と仕事をしたり、米国生まれ

の概念を活用したり、人事の仕事も米

国とは切っても切れない関係だろう。

宗教の側面から、彼らの考え方の背景

に迫れる一冊といえる。
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『反知性主義
アメリカが生んだ「熱病」の正体』

畑違いに学ぶ人事の知恵

異分野にこそ、新しい発想のタネがある。人

材マネジメントや経営学以外の学問、企業以

外の人や組織を扱った本に、学びを探る。
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